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第 9 章は結論であって， 8 章にわたって述べた研究成果を総括し，得られた結果をまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文は横方向励起CO2 レーザーの開発研究を遂行し，その結果レーザーの大出力化を実現し，あ
わせてレーザーとプラズマとの相互作用を基礎的に研究し新知見を得た研究結果を述べたものである。
まず二重放電型 CO2 レーザーの諸特性をしらべ，この方式のレーザーの設計手順を研究し，その大
出力化に必要な条件を明らかにしている。
CO2 レーザーのポンピングに関し，有機シードガスの添加効果を研究し，レーザー出力特性の向上
に関する新手法を開発している。次にレーザーにより発生したプラズマとレーザーとの相互作用を研
究し， レーザーパワーが一定のしきい値を越えるとレーザーエネルギーがプラズマに異常吸収される
事実を見出し，これがパラメトリック不安定によるものと推論している。さらにレーザープラズマか
ら 2 倍，%倍高調波光が発生することを観測し，その特性を明らかにしている。
おわりに CO2 レーザーを用いプラズマフォーカスの加熱を行ない，遮断密度付近での吸収を論じて
いる。
以上の結果は CO2 レーザーの大出力化に関し，貴重な指針を与えるとともに大出力レーザーを用い
たプラズマ加熱の物理に新しい知見を与えている。
以上のように本論文はプラズマ工学に貢献するところが大であり，博士論文として価値あるものと
認Jめる。
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